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第３回秋田市・河辺町・雄和町合併協議会

平
成
十
七
年
一
月
十
一
日
の
合
併
に
向
け
て
話
し
合
い
を
進

め
て
い
る
秋
田
市
、
河
辺
町
、
雄
和
町
。

九
月
二
十
九
日
、
第
三
回
の
合
併
協
議
会
が
開
か
れ
、
新
た

に
地
方
税
、
町(

字)

の
区
域
お
よ
び
名
称
、
い
ろ
い
ろ
な
慣
行
、

都
市
計
画
を
合
併
後
に
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
決
め
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
と
な
る
市
町
村

建
設
計
画
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
検
討
の
た
め
の
素
案
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

(

七
ペ
ー
ジ
ま
で
続
く)

第３回秋田市・河辺町・雄和町合併協議会

市町合併ホームページ
http://www.city.akita.akita.jp/city/copr/

秋田市合併推進局
tel(866)2785 ファクス(866)2795

一
市
二
町
の
市
町
村
建
設
計
画
の
名
称
は(

仮
称)

「
緑

あ
ふ
れ
る
新
県
都
プ
ラ
ン
」。

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
第
十
次
秋
田
市
総
合
計

画
を
基
礎
と
し
、
第
五
次
河
辺
町
総
合
発
展
計
画
と
雄

和
町
総
合
発
展
計
画
を

引
き
継
ぎ
な
が
ら
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。新

県
都
プ
ラ
ン
の
計

画
期
間
は
、
平
成
十
七

年
度
か
ら
平
成
二
十
七

年
度
ま
で
の
十
一
年
間
。

計
画
は
、
次
の
八
章
か
ら
な
り
ま
す
。

第
一
章
合
併
の
必
要
性
と
効
果

第
二
章
計
画
の
策
定
方
針

第
三
章
秋
田
市
・
河
辺
町
・
雄
和
町
の
歴
史
と
現
況

第
四
章
人
口
フ
レ
ー
ム

第
五
章
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

第
六
章
ま
ち
づ
く
り
計
画

第
七
章
公
共
施
設
の
統
合
整
備

第
八
章
財
政
計
画

こ
れ
ら
の
具
体
的
な
内
容
は
、
引
き
続
き
協
議
会
に

お
い
て
審
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は

１
市
２
町
の

総
合
計
画
を
活
か
し
て

緑あふれる
新県都プラン



６、７ページには
１市２町の歴史… 河辺・雄和の振興計画の方針

観光秋田30景にも選ばれている
岩見三内地区の自然資源を有効に
活用し、市民や観光客が気軽に自
然に親しめる空間「せせらぎの郷
かわべ」の形成をはかります

伏
伸
ふ
の
し

の
滝

ユフォーレや岩見温泉などの
宿泊観光施設と生涯スポーツ
施設「スポパークかわべ」を
連携させ、通年観光の促進に
つとめます

スポパークかわべ

太平山の恵みある自然資
源と空港、高速道路、国
道13号、JR和田駅など
の交通の利便性を活か
し、観光や産業の振興を
はかります

JR和田駅

河辺町

ユフォーレ

雄和町

秋田空港、空港インターチェンジ、国際教
養大学、県立中央公園などの地域資源を活用
し、特色あるスポーツ・文化振興などを進め
ます

県
立
中
央
公
園

高尾山、糠塚華の里、雄和ふる
さと温泉ユアシスなどが一体的
になった観光ルートを確立し、
都市部の住民に癒

いや

しの場を提供
します

糠塚華の里・ダリア園

大正寺地区は、温泉資源
を活用し、健康増進や生
きがい活動支援などの拠
点づくりをはかります

雄
和
ふ
る
さ
と
温
泉

ユ
ア
シ
ス

人口を見てみよう
■１市２町の年齢別構成

区分

14.4％
68.1％
17.5％

12.6％
60.0％
27.4％

11.9％
62.1％
26.0％

14.2％
67.7％
18.1％

45,655人
216,200人
55,689人
317,544人
1,346人
6,398人
2,925人
10,669人
990人
5,187人
2,175人
8,352人
47,991人
227,785人
60,789人
336,565人

秋田市

15歳未満　

15～64歳

65歳以上

総人口

人口 構成比

河辺町

15歳未満　
15～64歳

65歳以上

総人口

雄和町

15歳未満　

15～64歳

65歳以上

総人口

１市２町

15歳未満　

15～64歳

65歳以上

総人口

(平成12年国勢調査調べ)
■新市の人口推計

平成12年

平成17年

平成22年

平成27年

336,646人

340,640人

340,704人

336,565人

■新市の世帯推計

平成12年

平成17年

平成22年

平成27年

128,169世帯

138,102世帯

147,350世帯

155,972世帯

■新市の年齢階層別人口の推計

平成12年

平成17年

平成22年

平成27年

20％ 40％ 60％ 80％ 100％

０～14歳 15～64歳 65歳以上

※将来の数値は、過去の国勢調査から推計したもの

広報あきた　10月10日号03

※年齢不詳を除く
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地方税および関連制度については、秋田市の制度に統一します。
ただし、１市２町において税率などが異なる制度については、合併特例法

の規定により下表のとおり扱うものとします。

秋田市の税率などは変わらず

河辺町の場合

町(字)の名称の具体例

現　行　河辺郡河辺町和田字北条ヶ崎38番地２

合併後　秋田市河辺和田字北条ヶ崎38番地２

｝ ｝
町 字｝

町 字

｝
雄和町の場合
現　行　河辺郡雄和町妙法字上大部48番地１

合併後　秋田市雄和妙法字上大部48番地１

｝ ｝

町 字

町 字

｝ ｝

秋田市・河辺町・雄和町の税率など

●所得証明書●市(町)県民税課税(非課税)証明書●市(町)県民税所得・課税証明書●国民健康保険
税納税証明書●固定資産税納税証明書など…現行料金は秋田市300円、河辺町・雄和町200円

合併時に秋田市の制度に統一します。
なお、受付窓口は両町にも設置します。税務証明書の交付手数料

●住宅用家屋証明書…現行料金は秋田市1,200円、河辺町・雄和町1,300円

秋
田
市
河
辺
○
○
字

秋
田
市
雄
和
○
○
字

ま
ち
の
な
ま
え
は

秋
田
市
の
区
域
内
の
町(
字)

の
区
域
お
よ
び
名
称
は
、
現
行

ど
お
り
と
し
ま
す
。

河
辺
町
お
よ
び
雄
和
町
の
区

域
内
の
町(

字)

の
区
域
は
現
行

ど
お
り
と
し
、
名
称
は
、
秋
田

市
河
辺
、
秋
田
市
雄
和
の
あ
と

に
、
現
行
の
町(

字)

の
名
称
を

続
け
て
表
示
し
ま
す
。

※合併特例法第10条(抜粋)…
合併市町村は、合併関係市町
村の相互の間に地方税の賦課
に関し著しい不均衡があるた
め、(中略)その全区域にわた
って均一の課税をすることが
著しく衡平を欠くと認められ
る場合においては、市町村の
合併が行われた日の属する年
度およびこれに続く５年度に
限り、その衡平を欠く程度を
限度として課税をしないこと
または不均一の課税をするこ
とができる。



市
章
は
秋
田
市
に
統
一

い
ろ
い
ろ
な
慣
行
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
に
秋
田
市
の
制
度
に
統
一
し
ま
す
。

昭和30年、１町２村が合
併して成立しました。
「カワベ」の「カ」を抽象
化。全体は鳥の飛び立つ
姿として、発展、飛躍を
象徴しています。

昭和31年、３村が合併し
て成立しました。「雄和」
の頭文字「Y」を図案化。
大地に根を下ろして発芽
した若葉が力強く伸びよ
うとする姿を象徴してい
ます。

明治22年市制施行。的
に矢留を配し、秋田市
の「田」の字と佐竹氏居
城の別名「矢留」を表し
ています。

※
市
街
化
区
域
…
す
で
に
市
街
地
を
形
成

し
て
い
る
区
域
お
よ
び
、
お
お
む
ね
十

年
以
内
に
優
先
的
か
つ
計
画
的
に
市
街

化
を
は
か
る
区
域

※
市
街
化
調
整
区
域
…
市
街
化
を
抑
え
る

区
域

【
現
行
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
】

秋
田
市
▼
第
五
次
秋
田
市
総
合
都
市
計
画(

都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン)

を
平
成
十
三
年
に

策
定(

計
画
期
間
平
成
十
三
年
度
〜
二
十
二
年
度)

河
辺
町
・
雄
和
町
▼
な
し

合
併
後
の
新
市
に
お
い
て
、
新
市
域
を
対
象

と
す
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し

ま
す
。

都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
秋
田

市
の
制
度
に
統
一
し
ま
す
。

た
だ
し
、
都
市
計
画
区
域
区
分
に
つ
い
て

は
、
合
併
時
は
現
行
の
と
お
り
と
し
、
合
併

後
の
新
市
に
お
い
て
検
討
し
ま
す
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定

【
現
行
の
都
市
計
画
区
域
区
分
】

秋
田
市
▼
「
市
街
化
区
域
」
と
「
市
街
化
調
整

区
域
」
の
区
分
を
行
っ
て
い
る

河
辺
町
・
雄
和
町
▼
な
し

都
市
計
画
区
域
区
分
の
決
定

合
併
時
は
、
現
行
の
と
お
り
と
し
、
合
併
後

の
新
市
に
お
い
て
検
討
し
ま
す
。

都市計画マスタープラン
は合併後に策定

河辺町の町章雄和町の町章 秋田市の市章

秋
田
市
の
木
▼
け
や
き

秋
田
市
の
花
▼
さ
つ
き

河
辺
町
の
木
▼
ミ
ズ
ナ
ラ

河
辺
町
の
花
▼
ワ
サ
ビ

河
辺
町
の
鳥
▼
キ
セ
キ
レ
イ

雄
和
町
の
木
▼
柿

雄
和
町
の
花
▼
つ
つ
じ

市
の
木
お
よ
び
花
は
秋
田
市
に

統
一
し
ま
す
。
た
だ
し
、
両
町
の

木
、
花
と
河
辺
町
の
鳥
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
継
承
し
て

い
く
も
の
と
し
ま
す
。

市
町
の
花
・
木
な
ど

秋
田
市
の
制
度
に
統
一
し
、
両

町
の
功
労
者
は
、
秋
田
市
の
功
労

者
と
し
て
待
遇
し
ま
す
。
ま
た
、

名
誉
町
民
は
、
秋
田
市
に
引
き
継

い
で
顕
彰
し
ま
す
。

●雄和町の花
「つつじ」

●河辺町の鳥
「キセキレイ」

●河辺町の花　　
「ワサビ」

●河辺町の木　　
「ミズナラ」

表
彰
者
関
係

市
　
章

市
章
は
、
秋
田
市
の
市
章
に
統

一
し
ま
す
。

●秋田市の木
「けやき」

●秋田市の花
「さつき」

●雄和町の木
「柿」

広報あきた　10月10日号05
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秋
田
市
の
開
発
は
、
千
二
百
年
あ
ま
り
前
に
さ
か
の
ぼ
り
、
天
平
五
年(

七
三
三)

、

大
和
朝
廷
が
北
辺
守
備
の
拠
点
と
し
て
、
高
清
水
の
丘
に
出
羽
柵

で
わ
の
さ
く(

秋
田
城)

を
設
置
し

た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
後
、
南
北
朝
、
室
町
時
代
を
経
て
、
足
利
末
期
の
戦
国
時
代
に
は
、
安あ

ん

東ど
う

氏

(

の
ち
秋
田
氏)

が
土
崎
に
湊
城
を
築
城
し
、
政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
と
し
て
繁
栄

し
ま
し
た
。

そ
し
て
慶
長
七
年(

一
六
〇
二)

、
常
陸
ひ
た
ち(

現
茨
城
県)

を
治
め
て
い
た
佐
竹
義
宣
よ
し
の
ぶ

が
秋

田
へ
国
替
え
と
な
り
、
当
時
「
窪
田(

く
ぼ
た)

」
と
称
し
た
寒
村
に
、
水
戸
か
ら
推
定

一
万
〜
一
万
五
千
人
の
人
々
と
と
も
に
移
り
住
み
ま
し
た
。

佐
竹
氏
は
、
神し
ん

明め
い

山さ
ん(

現
在
の
千
秋
公
園)

に
久く

保ぼ

田た

城
を
築
き
、
侍
町
の
内う
ち

町ま
ち

、
町

人
町
の
外と

町ま
ち

の
町
割
り
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
当
時
と
し
て
は
優
れ

た
都
市
計
画
で
あ
り
、
防
御
、
出
撃
を
主
眼
と
し
た
戦
略
的
な
ま
ち
づ
く
り
で
し
た
。

明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
後
、
現
秋
田
市
は
久
保
田
か
ら
秋
田
と
改
称
さ
れ
、
県
庁
所

在
地
と
な
り
ま
し
た
。
明
治
二
十
二
年
の
市
制
施
行
当
時
の
秋
田
市
は
、
人
口
約
二
万

九
千
人
、
世
帯
数
約
六
千
六
百
、
面
積
六
・
九
平
方
㌔
㍍
で
し
た
。

そ
の
後
、
秋
田
市
は
八
回
に
わ
た
る
町
村
合
併
な
ど
に
よ
り
市
勢
が
め
ざ
ま
し
く
発

展
し
、
平
成
九
年
四
月
一
日
に
は
中
核
市
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
二
〇
〇
四
年
は
、
佐
竹
氏
が
久
保
田
城
に
入
城
し
た
一
六
〇
四
年
か
ら
数
え
て

建
都
四
百
年
を
迎
え
ま
す
。

秋田市
建都400年の中核市

秋田市

秋田市 460.10k㎡　 187.24k㎡ 40.7％

河辺町 301.06k㎡　 43.77k㎡ 14.5％

雄和町 144.51k㎡　 49.48k㎡ 34.2％

合併後 905.67k㎡　 280.49k㎡ 31.0％

総面積 可住地面積 総面積に占める
可住地面積比率

約
46
km

面積の状況

●河辺町　町の東北部の岩見山・財の神国有林から源を
発する岩見川が町の西部へ流れ、秋田市四ツ小屋付近
で雄物川と合流しています。町の総面積のうち森林が
85.8％と大部分を占めています。
●雄和町　町の中央部を県内最大河川である雄物川が町
を二分して流れ、秋田市へとそそいでいます。平坦で
肥沃な耕地が広がっていますが、町の総面積の65.6％
は森林です。

１市２町の面積の合計は905.67k㎡で、県
の総面積の７.８％を占めます。

み
な
と
じ
ょ
う

雄和町の秋田空港

中
世
の
こ
ろ
の
河
辺
町
は
、
各
地
に
豪
族
な
ど
が
砦
と
り
で
を
か
ま
え
、
そ
の
周
り

に
人
が
集
ま
り
集
落
を
形
成
し
て
い
っ
た
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

永
正
年
中(

一
五
〇
四
〜
一
五
二
一)

に
黒
川

く
ろ
か
わ

肥ひ

後ご

と
い
う
人
が
こ
の
地
方
を
支

配
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
永
禄
元
年(

一
五
五
八)

、
畠
山
重
村

し
げ
む
ら

が
豊
島

と
よ
し
ま

城
を
築
き
、
豊
島
玄
藩
頭

げ
ん
ば
の
か
み

と
称
し
、
そ
の
支
配
地
域
を
豊
島

と
よ
し
ま

郡
と
呼
び
ま
し
た
。

幕
末
の
こ
ろ
に
は
、
岩い
わ

見み

・
三
内
さ
ん
な
い

の
両
村
が
独
立
し
て
お
り
、
和
田
わ

だ

は
、
和

田
・
諸も

ろ

井い

・
高
岡
た
か
お
か

・
赤
平
あ
か
ひ
ら

・
神
内
じ
ん
な
い

・
大
張
お
お
ば
り

野の

・
大
沢
お
お
さ
わ

の
七
か
村
か
ら
な
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
豊と

よ

島し
ま

は
、
野の

田だ

高た
か

屋や(

戸と

島し
ま)

・
畑は

た

谷や

・
豊
成

と
よ
な
り

・
北き

た

野
田

の

だ

高こ
う

屋や

・

松
渕

ま
つ
ぶ
ち

の
五
か
村
を
併
せ
て
い
ま
し
た
。

明
治
二
十
二
年
に
は
、
岩
見
・
三
内
の
両
村
が
合
併
し
て
岩
見
三
内
村
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
和
田
は
前
述
の

七
か
村
を
併
せ
て
和
田
村
と
な
り
、

豊
島
は
前
述
の
五
か
村
が
合
併
し
豊

島
村
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
十
年
に
和
田
村
が

町
制
実
施
に
よ
り
和
田
町
に
。
昭
和

三
十
年
三
月
三
十
一
日
に
は
、
経
済

的
、
文
化
的
、
か
つ
地
理
的
に
も
密

接
な
関
係
に
あ
っ
た
和
田
町
・
岩
見

三
内
村
・
豊
島
村
の
三
町
村
が
合
併

し
、
新
し
く
河か
わ

辺べ

町
と
し
て
発
足
し
、

現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

雄
和
町
の
主
な
開
発
は
、
奈
良
時
代(

七
一
〇
〜
七
八
四)

の
後

期
に
秋
田
の
古
代
交
通
の
要
所
と
し
て
「
羽
後

う

ご

の
駅
路
」「
羽う

州
し
ゅ
う

の
駅
路
」
が
開
か
れ
、
さ
ら
に
平
安
時
代(

七
九
四
〜
一
一
九
二)

初
期
に
、
東
征
従
軍
士
な
ど
が
土
着
し
て
開
拓
を
進
め
た
こ
と

に
は
じ
ま
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
、
雄
物
川
を
利
用
し
た
水
路
交
通
の
要
所
と

し
て
、
幾
多
の
乱
世
の
変
遷
を
経
な
が
ら
、
約
二
百
七
十
年
間

は
戸と

米め

川が
わ

・
種た
ね

平ひ
ら

・
川か
わ

添ぞ
え

地
区
が
久
保
田
藩
佐
竹
氏
の
藩
下
に
、

大だ
い

正
し
ょ
う
寺じ

・
下し
も

黒く
ろ

瀬せ

地
区
が
亀か
め

田だ

藩
岩
城
氏
の
藩
下
に
お
か
れ
て

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
椿
台
の
糠ぬ
か

塚づ
か

森も
り

が
最
後
の
戦
場
と
な
っ
た
戊ぼ

申し
ん

の

役(

一
八
六
八)

を
経
て
明
治
と
な
り
、
明
治
十
一
年
の
郡
区
町
村

編
成
で
、
戸
米
川
・
種
平
・
川
添
地
区
は
河
辺
郡
に
、
大
正
寺

地
区
は
由
利
郡
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
正
寺
地
区
は
昭

和
二
十
三
年
に
河
辺
郡
に
編
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
昭
和
三
十
一
年
九
月
三
十
日
に
大
正
寺
・
戸
米

川
・
種
平
の
各
村
が
合
併
し
て
雄
和
村
が
誕
生
。
翌
三
十
二
年

六
月
一
日
に
は
、
川
添
村
が
合
併
し
て
現
在
の
行
政
区
と
な
り

ま
し
た
。

町
名
の
「
雄ゆ
う

和わ

」
は
、
高た
か

雄お

の
峰(

高
尾
山)

、
雄
物
川
の
流
れ

に
ち
な
み
、
さ
ら
に
郷
土
の
融(

雄)

和
一
体
を
信
条
と
し
て
命
名

さ
れ
た
も
の
で
す
。
町
制
の
施
行
は
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日

で
す
。

河辺町
せせらぎの町

雄
和
町

輝
く
緑
と
水
の
里

河辺町

雄
和
町

約41km

岨
谷
峡

つ
ば
き
だ
い
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厳
し
い
雇
用
情
勢
が
続
く
中
で
、
公
務

員
志
望
者
が
多
く
な
り
、
採
用
試
験
は
大

変
な
高
倍
率
の
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

さ
て
、
本
市
に
お
い
て
も
毎
年
一
定
数

の
職
員
を
採
用
し
ま
す
が
、
私
自
身
が
市

幹
部
と
と
も
に
直
接
に
面
接
試
験
に
臨
む

職
種
も
あ
り
ま
す
。

一
次
・
二
次
試
験
を
パ
ス
し
た
人
が
三

次
試
験
と
し
て
面
接
の
対
象
者
と
な
り
ま

す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
甲
乙
つ
け
難
い
、
い

わ
ば
「
優
秀
」
な
人
が
残
る
わ
け
で
す
が
、

三
年
間
携
わ
っ
て
み
て
大
変
に
気
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
え
て
今
回
書

か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「
公
務
員
志
望
の
一
番
の
動
機
は
？
」
と

尋
ね
ま
す
と
、
多
く
の
受
験
者
か
ら
「
民

間
企
業
は
単
に
利
益
を
追
求
す
る
と
こ
ろ

で
、
そ
れ
よ
り
は
市
民
に
奉
仕
で
き
る
公

務
員
を
一
生
の
仕
事
と
し
た
い
」
と
い
う
よ

う
な
、
見
方
に
よ
っ
て
は
公
務
員
を
民
間

の
上
に
見
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
答
え
が

返
っ
て
き
ま
す
。

面
接
に
臨
ん
で
受
験
者
の
意
気
込
み
を

示
す
決
ま
り
文
句
と
い
う
こ
と
で
、
あ
ま

り
気
に
留
め
な
く
て
も
よ
い
事
柄
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
へ
そ
曲
が
り
の
私
に
は
、

ど
う
し
て
も
聞
き
捨
て
な
ら
な
い
発
言
に

聞
こ
え
ま
す
の
で
、
今
年
は
あ
え
て
一
言
、

と
い
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「
民
間
企
業
の
皆
さ
ん
が
一
生
懸
命
働
い

て
利
益
を
出
し
、
会
社
や
社
員
の
か
た
か

ら
納
税
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
か
ら
、
公

務
員
も
給
料
を
も
ら
え
る
の
で
あ
っ
て
、

突
き
詰
め
れ
ば
民
間
企
業
が
あ
っ
て
こ
そ

の
役
所
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

か
！
」
と
い
う
よ
う
な
主
旨
で
、
い
さ
さ
か

説
教
じ
み
た
こ
と
を
言
っ
た
し
だ
い
で
す
。

多
分
に
、
学
校
の
就
職
指
導
や
最
近
増
え

て
い
る
予
備
校
の
公
務
員
コ
ー
ス
で
は
、
公

務
員
試
験
が
高
倍
率
で
、
ど
う
し
て
も
成
績

上
位
者
が
公
務
員
志
望
に
集
中
し
が
ち
な
の

で
、
教
え
る
先
生
は
特
に
意
識
は
し
て
い
な

い
で
し
ょ
う
が
、
受
験
生
の
ほ
う
が
何
と
な

く
「
公
務
員
が
民
間
よ
り
上
の
職
業
」
と
い

う
よ
う
な
潜
在
的
な
特
権
意
識
に
陥
る
の
で

は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
の
で
す
が
、
定
か

な
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
も
し
も
受
験
生
に
特
権
意
識

は
な
く
、
単
に
意
気
込
み
を
示
す
た
め
の

発
言
だ
と
し
て
も
、
い
さ
さ
か
表
現
力
に

乏
し
く
、
誤
解
さ
れ
る
よ
う
な
発
言
に
は

問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

実
際
に
は
か
け
声
ど
お
り
に
は
進
ま
ず
、

市
民
か
ら
様
々
な
ご
指
摘
は
あ
る
も
の
の
、

今
ま
さ
に
公
務
員
の
特
権
意
識
を
廃
し
、

市
役
所
を
真
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
機
関
に
変

え
よ
う
と
す
る
改
革
の
真
っ
最
中
で
す
。

当
然
に
す
べ
て
の
職
員
に
当
て
は
ま
る

こ
と
で
す
が
、
特
に
将
来
を
担
う
大
切
な

若
年
職
員
の
研
修
で
は
、
潜
在
的
な
特
権

意
識
を
消
し
去
る
と
と
も
に
、
同
時
に
言

葉
の
表
現
力
も
高
め
る
た
め
、
み
っ
ち
り

鍛
え
直
す
こ
と
に
し
ま
す
。

市長●佐竹敬久

公
務
員
志
望
・
大
き
な
思
い
違
い

市役所新人職員の研修

秋田市ホームページで市長の動向や記者会見の
内容などをお伝えしています。
http://www.city.akita.akita.jp/



09 広報あきた　10月10日号

９月23日、文化会館で開かれた「第
13回しあわせ実感男女フォーラム」。
「男女共生＝市民共生」を考えるきっか
けにしていただこうと、毎年、実行委
員会の市民のみなさんと市が協働で開
催しているものです。
今回は、映画「アバウト・シュミット」
の上映をはじめ、秋田弁オペレッタの
上演、市民グループによるワークショ
ップなど、イベントもりだくさんで、
会場はたくさんの人でにぎわいました。
「あなたのかたち」…見つかりました
か。

し
あ
わ
せ
実
感
！

男
女
フ
ォ
ー
ラ
ム

秋田弁のオペレッタに会場も大爆笑！

１階ホールでは、障害者施設
で作られた製品の展示即売会

★ひとのかたちは一つじゃない
あなたのかたちを見つけよう

コールセンターなど情報通信サービス業の仕事に興味があ
り、１コース４日間の全日程を受講できるかたが対象です。
来年３月に専門学校、短大、大学を卒業見込みのかたも、ぜ
ひ受講してください。受講無料。託児もあります。

ところ 市役所職員研修棟

定員 全部で200人程度(希望者多数の場合は選考)

秋田市ホームページから申込用紙をダウンロードし、メー
ルでお申し込みください。メールで申し込みができないか
たは、電話で工業労政課へどうぞ。tel(866)2114

１日目●自分棚卸
たなおろし

(自分と向き合い自分に気づく)
２日目●対人能力の向上
３日目●お客さまの心をつかむ(話力実践・傾聴力実践)
４日目●情報サービス業とは

日
程(

５
コ
ー
ス)
①10月20日(月)～23日(木)
②11月12日(水)～15日(土)
③11月17日(月)～20日(木)
④12月１日(月)～４日(木)
⑤12月10日(水)～13日(土)

時間は
９：30～12：00
14：30～17：00
18：30～21：00
から選択できます　

講
義
内
容

ホームページ http://www.city.akita.akita.jp/city/in/pr/intern/
Eメール ro-inpr@city.akita.akita.jp

申
し
込
み

石塚その子さん (新屋)

７月に行われた就職支援講座を受
講しました。講座初日、会話をする
自分の姿をビデオで撮影され、それ
を見ると、姿勢の悪さや表情が固い
のが一目瞭然。これはいけないと思
い、人の話を聞くときは、にこやか
に表情をつけることを一番に心がけ
るようにしました。
おかげさまで、新屋の西部工業団

地で創業した(株)プレステージ・イン
ターナショナルでのコールセンター
の仕事に就くことができました。電
話応対がおもな仕事です。顔が見え
ない分、お客さまの心を察すること
と、自分の気持ちを声にのせること
ができるよう頑張りたいです。

自分を客観的に
見て、反省…

●受講者からひとこと

江
戸
時
代
の
久
保
田
城
下

町
を
舞
台
に
し
た
郷
土
創
作

オ
ペ
ラ
で
す
。
市
民
参
加
に

よ
る
感
動
の
公
演
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

10月25日(土)午後６時開演
26日(日)午後１時開演

秋田県民会館大ホール

問い合わせ

指定席SS席8,000円 S席5,000円
A席3,000円

自由席 B席2,000円

入
場
料

秋田ステーションデパート(トピコ)
秋田ニューシティ
イオン秋田ショッピングセンター
秋田市文化団体連盟

入
場
券
販
売

秋田市文化団体連盟tel(866)4026

秋田で仕事に就きたい

情報通信系の就職支援講座
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MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-

庭
木
の
冬
囲
い
や
冬
季
剪
定
の
実
技
講
習

を
行
い
ま
す
。
10
月
28
日
(火)
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分
、
千
秋
公
園
で(
二
の
丸
売
店

前
集
合)

。
小
雨
の
場
合
は
、
雨
具
持
参
。

●
申
し
込
み
　
10
月
20
日
(月)(

当
日
消
印
有

効)

ま
で
、
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
書
い
て
、
〒
０
１
０-

８
５
６
０
秋

田
市
山
王
一
丁
目
１-

１

秋
田
市
役
所
公

園
課tel (

８
６
６)

２
４
４
５

秋
田
城
跡
の
中
心
だ
っ
た
政
庁
域
の
発
掘

調
査
で
発
見
さ
れ
た
、
政
庁
東
脇
殿
跡
を
中

心
に
説
明
し
ま
す
。
小
雨
決
行
。

と
き
／
10
月
25
日
(土)
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ
／
史
跡
秋
田
城
跡
出
土
品
収
蔵
庫
前

集
合(

旧
高
清
水
小
学
校
跡
地
内)

●
問
い
合
わ
せ

秋
田
城
跡
調
査
事
務
所

tel (

８
４
５)

１
８
３
７

秋
田
北
税
務
署
、
秋
田
南
税
務
署
で
は
、

給
与
な
ど
の
支
払
い
が
あ
る
源
泉
徴
収
義
務

者
の
か
た
を
対
象
に
、
次
の
日
程
で
年
末
調

整
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
は
、
来
年

４
月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
改
正
消
費
税
法

に
つ
い
て
の
説
明
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

北
税
務
署
▼
11
月
13
日
(木)
の
午
前
10
時
〜
と

午
後
１
時
30
分
〜
、
セ
リ
オ
ン
プ
ラ
ザ
で
　

南
税
務
署
▼
11
月
18
日
(火)
の
午
前
10
時
〜

と
午
後
２
時
〜
、
11
月
19
日
(水)
の
午
前
10
時

〜
、
い
ず
れ
も
県
民
会
館
で

●
問
い
合
わ
せ

秋
田
北
税
務
署
法
人
課
税

部
門tel (

８
４
５)

１
１
６
１
、
秋
田
南
税
務
署

法
人
課
税
第
２
部
門tel (

８
３
２)

４
１
２
１

ご
み
の
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
５
年
以

下
の
懲
役
か
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
、
場
合

に
よ
っ
て
は
そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
を
庭
先
な
ど
で
燃
や
す
と
煙

や
悪
臭
が
生
じ
、
近
隣
の
生
活
環
境
に
悪
影

響
を
与
え
る
ほ
か
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど

の
有
害
物
質
が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
し
て
、
決
め
ら

れ
た
収
集
日
に
集
積
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
所
の
廃
棄
物
は
、
許
可
業
者
に
委
託
す

る
な
ど
適
正
な
処
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

廃
棄
物
対
策
課

tel (

８
６
６)

２
９
４
３

稲
わ
ら
・
も
み
殻
焼
き
の
煙
で
、
毎
年
ぜ

ん
そ
く
の
患
者
さ
ん
や
病
弱
な
か
た
が
大
変

困
っ
て
い
ま
す
。
稲
わ
ら
ス
モ
ッ
グ
の
発
生

を
防
ぐ
た
め
、
県
公
害
防
止
条
例
で
、
10
月

か
ら
11
月
10
日
ま
で
、
稲
わ
ら
を
外
で
焼
く

こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
以

外
で
も
、
稲
わ
ら
や
も
み
殻
は
焼
か
ず
に
、

１
冬
囲
い
、
冬
季
剪
定
の
講
習

花
と
緑
の
移
動
相
談
所

ご
み
の
不
法
投
棄
や

野
外
焼
却
は

や
め
ま
し
ょ
う

４
稲
わ
ら
・
も
み
殻
焼
き

は
や
め
ま
し
ょ
う

５

平
成
15
年
分

年
末
調
整
説
明
会

３

秋
田
城
跡
第
82
次
発
掘

調
査
の
現
地
説
明
会

２

公売に参加されるかた
は、印鑑と買い受け代金を
お持ちください。代理人の
場合は委任状が必要です。
最低公売価格は、３万円
(消費税別)です。

問い合わせ

問い合わせ

募集基数 44基(豊岩地区)

管理手数料 年4,259円
(平成15年度分から納入)

永代使用料 224,000円(一括納付)

使用できる
かた

市内に住所または本籍があ
り、遺骨がありながら墓地
がなく、寺院や自宅などに
保管しているかた。分骨は
対象としません。

抽　選

申込者多数の場合は、11月
11日(火)午前10時から、市
職員研修棟(市役所裏)で公
開抽選を行い決定します。

申し込み

10月28日(火)から11月４日
(火)まで、申請用紙に必要事
項を記入し、生活課窓口(議
場棟１階)へ直接提出してく
ださい。申請用紙は生活課、
土崎支所、新屋支所にあり
ます。

生活課tel(866)2074

南西墓地の
使用者を募集しま
10/28(火)～11/４(火)受け付け

電話加入権の公売
とき 10月28日(火)午後１時～

納税課納税担当tel(866)2058

ところ 市役所２階の正庁

市県民税第３期と国民健康保険税第４期の納期限は10月31日(金)です。
納期内に納付するようお願いします。納税課tel(866)2059・国保年金課tel(866)2189

▲
▲



秋の清掃月間
落ち葉などの散乱ごみをなくすた

め、秋の清掃運動にご協力ください。
町内で力を合わせ、落ち葉などが散乱し
ている公園や道路、家の間口などをきれ
いにしましょう。

秋の清掃月間は…環境企画課tel(863)6632
側溝のフタ上げ機、土のう袋は…

道路維持課tel(864)3643
公園の清掃は…　公園課tel(866)2445

問い合わせ

11月は

■清掃月間のごみは家庭ごみへ
清掃で出たごみ、空きびん、空き缶、落ち

葉などは、通常の「家庭ごみ」の収集日に集
めます。指定ごみ袋に入れて、町内のごみ集
積所に出してください。
なお、捨てられていた空きびん、空き缶は

汚れていてリサイクルできません。「家庭ご
み」として処理しますので、各地域の「家庭
ごみ」の収集日に出してください。
また、公共的な場所に不法投棄されている

粗大ごみは、後日調査しますので、環境企画
課へご連絡ください。

消防本部救急課tel(823)4019

秋の清掃月間

●秋田大学医学部附属病院
●県立脳血管研究センター ●県成人病医療センター
●秋田赤十字病院　●秋田組合総合病院
●中通総合病院　●市立秋田総合病院

秋田市では、昨年8,147人(市民の39人に
１人)の患者さんが救急隊によって病院に搬
送されました。心臓や呼吸が停止するなど、
一刻も早い救命処置が必要な患者さんには、
救急救命士が除細動(心臓への電気ショッ
ク)、点滴、器具を使用した気道確保などの
医療行為を行っています。
このような救命処置には、医学知識や技術

の訓練が重要であり、さらなる救急救命士の
質の向上をはかるため、国の指針に基づき、
各救急病院の協力を得て、定期的な病院実習
を開始することになりました。
実習の内容は、血圧・心電図などの観察や

手術室での処置の介助などで、事前に患者さ
んやご家族の同意を得て、医師の指導・監督
のもとで行います。市民のみなさんのご理解
とご協力をお願いします。

実習を行う救急病院

救急救命士の
病院実習に
ご協力を！ 救急救命士の病院実習

(中央が救急救命士)

問い合わせ

10月１日から「資源有効利用促進法」に基づき、メーカ
ーなどによる家庭用使用済みパソコンの回収・リサイクル
が始まりました。
市では、粗大ごみとしては家庭用パソコンを収集・処理

しませんので、パソコンを廃棄する際は、メーカーなどに
お問い合わせください。なお、海外から直接自己輸入した
パソコンや自分で組み立てたパソコンなどについては、廃
棄物対策課にご相談ください。tel(866)2943

使用済みパソコンはメーカーが回収します

11 広報あきた　10月10日号

堆
肥
な
ど
に
有
効
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

環
境
保
全
課tel (

８
６
６)

２
０
７
５
、
農
政
課tel (

８
６
６)

２
１
１
５

都
市
計
画
道
路
・
秋
田
中
央
道
路
、
土
崎

駅
前
線
の
都
市
計
画
変
更
案
を
、
10
月
14
日

(火)
〜
28
日
(火)
の
平
日
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
期
間
内
に
都
市
計
画
変
更
案

に
つ
い
て
の
意
見
書
を
秋
田
県
知
事
に
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

場
所
／
秋
田
市
都
市
計
画
課(

市
役
所
４
階)

、

県
都
市
計
画
課(

県
庁
６
階)

、
秋
田
地
域
振

興
局
建
設
部(
秋
田
地
方
総
合
庁
舎
３
階)

●
問
い
合
わ
せ

秋
田
市
都
市
計
画
課

tel (

８
６
６)

２
１
５
２

秋
田
市
内
で
産
業
廃
棄
物
お
よ
び
特
別
管
理

産
業
廃
棄
物
を
多
量
に
排
出
す
る
事
業
者
の
、

平
成
15
年
度
産
業
廃
棄
物
処
理
計
画
、
特
別
管

理
産
業
廃
棄
物
処
理
計
画
、
平
成
14
年
度
に
提

出
の
あ
っ
た
処
理
計
画
の
実
施
状
況
報
告
書

を
、
10
月
10
日
(金)
〜
来
年
10
月
９
日
(土)
の
平
日

に
縦
覧
し
ま
す
。

ま
た
、
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
保

管
お
よ
び
処
分
状
況
等
届
出
書
を
10
月
10
日
(金)

〜
来
年
３
月
31
日
(水)
の
平
日
に
縦
覧
し
ま
す
。

場
所
／
市
環
境
部(

寺
内
蛭
根
三
丁
目
24-

３)

時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

●
問
い
合
わ
せ

廃
棄
物
対
策
課

tel (

８
６
６)

２
９
４
３

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
、
次
に
該
当
す

る
工
事
な
ど
の
発
注
者
・
自
主
施
工
者
に
、

工
事
の
事
前
届
出
な
ど
を
義
務
づ
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
受
注
者
は
使
用
さ
れ
て
い
る
資

材
の
う
ち
、
木
材
な
ど
特
定
の
も
の
に
つ
い

て
、
現
場
で
分
別
し
、
再
資
源
化
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
建
設
工
事

建
築
物
…
解
体

80
ｍ
以
上
　
新
築
500
ｍ
以
上
　
修
繕
１
億
円

以
上
　
そ
の
他
工
作
物
…
500
万
円
以
上

●
問
い
合
わ
せ

分
別
解
体
に
関
す
る
こ
と

は
技
術
管
理
室tel (

８
６
６)

２
４
９
１
、
再

資
源
化
に
関
す
る
こ
と
は
廃
棄
物
対
策
課

tel (

８
６
６)

２
９
４
３

８
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

届
出
は
７
日
前
ま
で
に

都
市
計
画
変
更
案
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

６

７
産
業
廃
棄
物
に
関
す
る

書
類
の
縦
覧

２

２
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や学習指導に派遣する活動をして
います。利用や協力をお考えのか
たは下記の説明会へどうぞ。時間
は午前９時30分～午後零時30分。
10月11日(土) 旭川地区コミセン
10月18日(土) 東地区コミセン
10月25日(土) 外旭川地区コミセン
●問い合わせ　事務局の中川さん

tel(867)2116

★ぽっぽクラブ＝２・３歳児と保護
者が対象。リズム遊びやゲーム。
11月７日(金)午前10時30分～11時30
分、遊学舎で。先着25組。申し込
みは、ぽっぽクラブの金節子さん
tel(839)0527(午後７時～９時)
★牛島っ子＝未就園児と保護者が
対象。楽しく体を動かしましょう。
10月22日(水)午前10時～11時30分、
南部公民館で。牛島地区主任児童
委員の宮田さんtel(833)0447、熊谷
さんtel(834)0340
★しゃぼんだま広場＝御野場、四
ツ小屋、御所野地区にお住まいの
就園前のお子さんと家族が対象。
10月24日(金)午前10時、四ツ小屋児
童センターで。四ツ小屋地区主任
児童委員の伊藤さんtel(839)3891、
永須さんtel(839)6595
★ぴよぴよ広場＝外旭川地区にお
住まいの４歳未満のお子さんを対
象に、午前10時～11時30分、外旭
川地区コミセンで。10月29日(水)救
急講習、11月27日(木)歯科検診、12
月18日(木)みんなでクリスマス、１
月29日(木)お母さんと一緒に遊ぼう。
代表の高橋さんtel(823)6613

◆ふきっこフェスティバル＝仁井
田幼稚園tel(839)2048 10月18日
(土)午前９時～11時。文化祭とバザ
ー。楽しい遊びもいっぱい！
◆聖使幼稚園バザー＝聖使幼稚園
tel(862)4880 10月26日(日)午前11
時～午後２時。

育児のこと、自分のこと、おしゃべりしませんか。お子
さんの月齢に合わせて小さいグループで話し合います。
「こんなとき、どうしたらいいかしら？」という育児の悩
みに、グッドアドバイスがみつかるかもしれませんよ。保
育士や子育て相談員も仲間に入れてね。参加無料です。

●と　き 10月29日(水)午前10時～11時45分
●ところ 文化会館３階和室練習室
●対　象 ０歳～就園前のお子さんの保護者30人
※抱っこの赤ちゃん以外のお子さんの託児を行います。希　
望するかたはお申し込みください。

申し込み・問い合わせ

10月15日(水)から子育て総合センターtel(８６３)９５５５

10月28日(火)

申し込み
10月24日(金)まで
ザ・ブーンtel(827)2301

アクアビクスレッスン
ママたちの！イキイキ

午前11時～

来て！来て！　みんなでおしゃべり　楽しい子育て

市では、妊娠の届出をしたかたに、母子健康手帳のほか、
妊婦一般健康診査・超音波検査・妊婦感染症検査・妊婦歯
科健康診査の各受診票をさしあげています。
母子健康手帳は、妊娠から就学前までの母と子の健康を

記録するもので、予防接種や健診などの際に必要です。妊
娠したら、忘れずに届出をしましょう。

保健予防課、市民課、土崎支所、新屋支所届出場所

保健予防課では、届出の際、妊娠中の健康や食事につ
いて相談に応じています。お気軽にご相談ください。

問い合わせ 市保健所保健予防課tel(883)1174

秋冬

●ひも状のものは遊具に
引っかかって危険！

●こんな遊び方はやめよう

育児サークルへどうぞ

幼稚園に遊びにおいで

秋になり、子どもたちの服装
がだんだん厚着になってきまし
た。ひも付きの服やマフラーな
どは遊具に引っかかることがあ
り、大変危険です。お子さんが
出掛けるときは、服装もチェッ
クしてあげてくださいね。
また、公園で壊れている遊具

を発見したときなど、お気づき
の点がありましたら、公園課公
園施設管理センターtel(866)2445
へご連絡ください。

×

秋田駅東口(９：45発)からバスで送迎し
ます。託児付きです。先着20人。受講料
2,100円(昼食代・入場料・託児料・税込)。

妊娠届を忘れずにネ！
妊娠したら

▲
▲
▲



個人通知はしませんので、母子
健康手帳別冊をよく読んで受診し
ましょう。まだ母子健康手帳別冊
をお持ちでないかたは、市民課ま
たは土崎・新屋支所へどうぞ。市
保健所保健予防課tel(883)1172
■４・７・10か月児健康診査
４・７・10か月になった日から１
か月以内のお子さんを対象に、母子
健康手帳別冊に記載されている市内
の委託医療機関で行っています。
■１歳６か月児健康診査
平成14年４月生まれのお子さん

が対象。初日は混雑しますので、
地区割りを確認して対象となる日
に会場へ。都合が悪く、該当する
会場で受診できないかたはご連絡
ください。また、２歳未満のお子
さんは受診できますので、まだ受
けていないかたもご連絡ください。
当日は、母子健康手帳と別冊、バ
スタオルをお持ちください。受付
時間は午後零時45分～１時30分。
北部地区＝11月12日(水)、土崎支

所　 中央地区＝11月18日(火)、市
保健センター　 南部・西部(茨
島・下浜・豊岩・浜田)地区＝11月
19日(水)、市保健センター
東部・西部(新屋・勝平)地区＝

11月20日(木)、市保健センター　　
■３歳児健康診査
平成12年５月生まれのお子さん

が対象です。初日は混雑しますの
で、地区割りを確認して対象とな
る日に会場へどうぞ。都合が悪く、
該当する会場で受診できないかた
はご連絡ください。また、４歳未
満のお子さんは受診できますので、
まだ受けていないかたもご連絡く
ださい。当日は、母子健康手帳別
冊にある３歳児健康診査用アンケ
ートと尿検査セット(尿を容器に採
って)を、母子健康手帳とあわせて
お持ちください。受付時間は午後
零時45分～１時30分。

中央地区＝11月21日(金)、市保
健センター　 南部・西部(茨島・
下浜・豊岩・浜田)地区＝11月26
日(水)、市保健センター 北部地
区＝11月27日(木)、土崎公民館　
東部・西部(新屋・勝平)地区＝11

月28日(金)、市保健センター

２歳になった日から、２歳２か
月になる前日までのお子さんを対
象に、市内の委託医療機関(JAビル
１階の小澤歯科医院を除く)で行っ
ています。母子健康手帳別冊をよ
く読んで受診してください。
●問い合わせ　市保健所保健予防
課tel(883)1172

生後６か月までのお子さんのい
る保護者が対象です。子育てにつ
いて、小児科医の講話と公開相談、
参加者同士の情報交換など。託児
あり。先着30人。無料。
とき／10月28日(火)午後１時20分
～３時 ところ／市保健センター
●申し込み　10月14日(火)から市
保健所保健予防課tel(883)1174

生後４～５か月のお子さんのい
るかたが対象です。お子さんの月
齢にあった離乳食の進め方、食品
の調理法についての講話、試食な
ど。受講無料。母子健康手帳、筆
記用具、おしぼりを持って、お子
さんと一緒に直接会場へどうぞ。
とき／10月20日(月)、午前10時～
11時30分(９時50分までおいでくださ
い) ところ／市保健センター
●問い合わせ　市保健所保健予防
課栄養指導担当tel(883)1175

生後８～９か月のお子さんのい
るかたが対象です。お子さんの月
齢にあった離乳食の進め方の講話

や歯のみがき方、栄養士や保健師、
歯科衛生士による個別相談など。
受講無料。母子健康手帳、筆記用
具、おしぼりを持って、お子さん
と一緒に直接会場へどうぞ。
とき／10月27日(月)、①午前10時～
11時②午前11時～正午(開始10分
前までにおいでください)
ところ／市保健センター
●問い合わせ　市保健所保健予防
課栄養指導担当tel(883)1175

０歳から６歳まで楽しく遊べる
おもちゃがたくさんあります。育
児相談、おもちゃの修理相談も。
とき／10月29日(水)午前10時～11
時30分　ところ／飯島児童センタ
ー　参加費／無料
●問い合わせ　グリーンローズ・
オリブ園tel(828)7750

母子家庭の親子が対象。自然の
中で楽しく過ごしましょう。先着
30人。１世帯500円(昼食付き)。
とき／10月26日(日)午前９時、秋
田駅東口出発 ところ／大滝山公園
●申し込み　10月20日(月)まで市
母子寡婦福祉連合会

tel(866)1341内線132

１歳児～就園前のお子さんと保
護者を対象に、御所野ふれあい(交
流)センターで。時間は午前10時
30分～11時30分。直接会場へどう
ぞ。tel(826)0671
パネルシアター、小麦粉ねんど 10
月16日(木) キーホルダーづくり
10月23日(木)

ＮＰＯ・キッズ・サポート・サー
ビスでは、ボランティアの保育士や
教員などを、小学６年くらいまで
のお子さんのもとへ保育サポート

● 元気が大好き 育児コーナー

育 児

乳幼児健康診査

移動おもちゃライブラリー

初期離乳食教室

ほのぼの育児教室

２歳児歯科健康診査

後期離乳食教室

みんなでハイキング

親子でいっしょに遊ぼう

子育て支援の説明会
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48か月までのお子さん
できるだけ生後３か月から12か月までに
受けましょう。

午後１時30分～２時15分
●接種の際に医師と相談が必要なお子さん
次に該当するお子さんは、予診する医師の参考として診断
書が必要な場合もありますので、あらかじめ主治医とご相
談ください。
心臓疾患、腎臓疾患、肝臓疾患、発育障害などで治療や
指導を受けている　
前回の予防接種で２日以内に発熱、全身に発疹などのア
レルギ－とみられる症状があった　
今までにけいれんを起こしたことがある　
今までに免疫状態を検査して異常を指摘されたことがある

●他の予防接種との間隔
前に三種混合、二種混合、日本脳炎、インフルエンザ、
Ｂ型肝炎(ＨＢワクチン)を受けたお子さんは１週間以上あ
けてください　
前にポリオ、麻しん、風しん、おたふくかぜ、水痘を受け
たお子さんは４週間以上あけてください
ＢＣＧ接種後、４週間は他の予防接種は受けられません

＊母子健康手帳と母子健康手帳別冊に折り込み
の予診票(白色→ツベルクリン､青色→ＢＣＧ)
は、記入して、別冊から切り離してお持ちく
ださい。予診票は会場にもあります

＊「予防接種と子どもの健康」の冊子をお持ちの
かたは読んでからおいでください

●ツベルクリンを受けられないお子さん
熱がある　 重い急性疾患にかかっている　 ま
ん延性の皮膚病にかかっている　 麻しんり患後４
週間を経過していない　 ツベルクリン反応検査に
おいて水ほうなどの強い反応を示したことがある
副じん皮質ホルモン剤を使用している

●ＢＣＧ接種を受けられないお子さん
熱がある　 重い急性疾患にかかっている
他の予防接種や外傷によるケロイドができやすい
その他、医師が不適当な状態と判断した場合

※混雑防止のため、できるだけ各地区の指定日に受けるよう、ご協力
をお願いします。ただし、指定日に３か月未満のお子さんは、でき
るだけ３か月以降の会場においでください。

実施会場
実　施　月　日
ツ反 ＢＣＧ

対　象　地　区

11月11日(火) 11月13日(木)

12月４日(木)

12月５日(金)

11月21日(金)

12月２日(火)

11月５日(水)

11月26日(水)

11月12日(水) 11月14日(金)

11月20日(木)

11月７日(金)

11月28日(金)

12月４日(木)

11月21日(金)

11月18日(火)

12月２日(火)

11月19日(水)

12月３日(水)

11月19日(水)

浜田、下浜、豊岩

桜、桜ガ丘、桜台、大平台、太平
仁別、山内

御野場、御所野、四ツ小屋、大住、
仁井田

八橋、山王、茨島、広面、手形
手形山、新藤田、濁川、添川

新屋、寺内、大町、旭南、旭北

保戸野、中通、南通、千秋、高陽
東通、泉、川元、川尻、旭川

土崎港、外旭川、下新城、上新城、金足

飯島、将軍野、港北

市保健
センター

土崎
支所

新屋支所

東部
公民館

御野場
地域センター

南部
公民館

11月４日(火)

会場となる小学校

平成９年４月２日～10年４月１日に生まれたお子さん

午後１時20分～２時
①10月中旬に郵送する就学時健康診断票(通知)
②母子健康手帳
学事課tel(866)2243

対 象

用意する物

受付時間

大住、仁井田、横森、卸町、山手台、上北手

対象者

受付時間

用
意
す
る
物

将軍野、外旭川、各会場で指定
日に受けられなかったかた

６日(木) 八橋、東、大住、桜、保戸野

７日(金)

10日(月)

11日(火) 上新城、太平、下浜、飯島

12日(水)

13日(木)

＊入学期日および学校指定書などは、
就学時健康診断終了後に郵送します

四ツ小屋、下北手、高清水

築山、旭北、牛島、川尻、
仁井田

中通、旭南、土崎、
日新、勝平

旭川、港北、土崎南

下新城、浜田、豊岩、泉、
上北手、広面、外旭川

結核予防のために受けましょう。はじめにツベル
クリン反応検査の注射をし、２日後に判定して、陰
性の場合はＢＣＧを１回接種します。
お子さんは保護者かお子さんの健康状態を知って
いるかたがお連れください。接種は６会場で地区ご
とに行います。駐車場が狭いので、車での来場はご
遠慮ください。
今年４月から小・中学生に対するツベルクリン反

応検査・判定ＢＣＧ再接種が廃止されましたので、
この時期に忘れないで受けましょう。

反応検査

乳幼児の

月　日

広面、柳田、下北手

11月18日(火) 11月20日(木)

楢山、牛島

11月26日(水) 11月28日(金)

14日(金)
飯島南、寺内、御所野、
金足西、明徳

問い合わせ

来年小学校に入学するお子さんを対象に、右表
の日程で就学時健康診断を行います。対象になるお子さんには
通知しますので、住んでいる学区の小学校で受けてください。
ただし、山谷小学校区、木曽石分校区のお子さんは太平小学

校で、八田小学校区のお子さんは豊岩小学校で、金足東小学校
区のお子さんは下新城小学校で受診してください。
何らかの理由により学区以外の小学校で受診を希望するかた

は、就学時健康診断票が届いたあとにご連絡ください。

●健康管理課予防接種担当tel(883)1179

接種



胸部総合検診
(肺がんと結核)

今年の健診をまだ受けていないかたは、ぜひこの機会に受診
してください。市内に住民票があり、学校や勤務先で健診を受
ける機会のないかたが対象です。健康保険証を持っておいでく
ださい。なお、乳がん検診のみ１日先着100人です。事前の申し
込みは必要ありませんので、直接会場へどうぞ。初日は非常に
混み合いますので、２日目以降の受診をおすすめします。

◆胸部総合検診の喀痰
かくたん

細胞診検査は、次の①か②のいずれかに該
当し、希望するかたに行います。
①50歳以上で、喫煙指数(１日平均の喫煙本数×喫煙年数)が600
以上のかた②最近６か月以内に血の混じった痰がでたかた
◆子宮がん検診は、頸

けい

がん検診になります。

市保健所保健予防課tel(883)1172

実施日 11月４日(火)～７日(金)
会　場 市保健センター（八橋南一丁目)

「基本健康診査」「肝炎ウイルス検診」「大
腸がん検診」「乳がん検診」「子宮がん検診」
は、10月31日(金)まで、市内の受託医療機関
で受けられます。各医療機関に電話などで確
かめてから受診してください。詳しくは、広
報あきた８月８日号をご覧ください。

●胃がん検診を受けるかたは、前日の夜
８時から検診終了まで、飲食・喫煙を
避けてください。
●健康手帳、健康カードをお持ちのかた
は、ご持参ください。
●市が行う健康診査は、いずれも年１回
のみの受診となります。同じ健康診査
を重複して受診しないでください。

①70歳以上のかた
(昭和９年３月31日以前に生まれたかた)
「健康保険証」など、年齢を証明できる
ものをお持ちください
②生活保護世帯のかた
「医療のしおり」をお持ちください
③市民税が非課税の世帯のかた
平成15年度の「市民税・県民税課税(非
課税)証明書」をお持ちください
④秋田市の国民健康保険に加入しているかた
基本健康診査・胃がん検診が無料にな
りますので、「秋田市国民健康保険被
保険者証」をお持ちください

問い合わせ

対　象　者 受付時間 料　金

基本健康診査 7：30～10：00 1,800円

胃がん検診 7：30～10：00

7：30～10：00

900円

子宮がん検診

30歳以上の女性
昭和49年３月31日以前に生
まれたかた

来年3月31日までに、
16歳になるかたと
19歳以上のかた

40歳以上のかた
昭和39年３月31日以前に
生まれたかた

胸部X線は無
料、喀痰細胞診
検査は500円

7：30～８：30 1,100円

乳がん検診 7：30～８：30 600円

無
料
に
な
る
か
た

受
診
の
際
の
注
意
点

今年受けていないかたの

問い合わせ
保健予防課tel(883)1172

追加健康診査

節目検診
基本健康診査対象者のうち、
平成15年４月１日から平成
16年３月31日までに40歳・45
歳・50歳・55歳・60歳・65歳・
70歳になるかた
節目検診以外のかた
過去に肝機能異常を指摘さ

れたことのあるかた　 広範
な外科的手術を受けたことの
あるかた、または妊娠・分娩
時に多量に出血したことのあ
るかたで、定期的に肝機能検
査を受けていないかた　 基
本健康診査でALT(GPT)値に
より要指導とされたかた

実施する検診

肝炎ウイルス
検診

7：30～10：00 1,200円

追加健康診査

歯周疾患検診の委託医療機関に次の医療機関が追加になりました。
将軍野歯科診療所(将軍野南一丁目10-52) t e l (845)0863

10月中は医療機関で！！

歯周疾患検診 骨粗鬆
しょう

症検診
今年度40歳と50歳になるかた
(昭和38年４月２日～39年３月31日、昭和28
年４月２日～29年３月31日生まれのかた)

対象

検診料 500円

今年度40歳と50歳になる女性
(昭和38年４月２日～39年３月31日、昭和28
年４月２日～29年３月31日生まれの女性)

対象

検診料 1,000円

検診の対象者には、すでに受診券をお送りしています。まだ受けていないかたは、
受診券を持って10月31日(金)まで、お早めに受託医療機関へどうぞ。
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10/10(金) 10/14(火)
●しあわせ実感！

男女フォーラム
●就職支援講座
●生誕100年・岡田謙三展

～千秋美術館企画展

10/15(水) 10/21(火)
月～金　午前10時55分～

月～金　午後３時50分～
土 午後３時55分～

水 午後10時54分～　

テレビ
ガイド

●通町・招福狐の行列
●猛獣舎も完成！
秋の大森山動物園へGo!

●平田篤胤資料展
～佐竹史料館企画展

15
分 ●10/26(日) 7：30～ ABSおはよう秋田市長です「大森山動物園30周年記念・猛獣舎オープン」

AAB  おはよう秋田市から

ABS こんにちは秋田市から

５
分
間
テ
レ
ビ
番
組
AKT  こんばんは秋田市から

詳しい放送日程は
広報課へどうぞ
t e l (866)2034

エフエム秋田 秋田市マンデー555
ABSラジオ 秋田市今週のいちネタ

毎週月　午後 ５時54分～

毎週火　午前10時30分～ラジオ ］●親子で楽しむ秋のまんたらめ●祝20周年・明徳館ボランティアの会

北部公民館まつり

●ダンスパーティー(18：30～、無料)
●山野草・盆栽コーナー、野菜、花・鉢物など
の販売(9：00～) ●お茶会、パソコン体験、生
涯学習アドバイザー(10：00～) など
●秋田北中吹奏楽演奏(10：30～) ●ほほえみコ
ーラス(11：30～) ●金足西・東・上新城幼児園
のおゆうぎ(11：45～) ●民謡＆歌謡ショー(13：
15～) ●金足西小のヤートセ(14：45～)
●チャリティーバザー、フリーマーケット、ち
びっこ縁日、盆栽展示即売会、健康相談など
(10：00～) ●芸能発表会(10：30～)、
※芸能発表会終了後にお楽しみ大抽選会！

17日

19日

18日

10月17日(金)・18日(土)・19日(日)
北部公民館tel(873)4839

●広めようふれあいの輪●

18日
19日

南部公民館まつり

●作品展示・生涯学習相談・軽食
●文化講演会 土居輝雄氏｢佐竹義宣の秋田入部｣
(10：00～) ●チャリティーバザー(13：30～)
●チャリティーダンスパーティー(18：00～)
●秋野菜などの即売(9：00～、19日も)
●表千家お茶会(10：00～) ●陶芸・フラワーデ
ザイン無料体験コーナー(10：00～) ●アニメ上
映・空くじなしのお楽しみ抽選会(13：30～)
●裏千家お茶会(10：00～)
●芸能発表会(11：00～)

ふれあいゲートボール大会 10月15日(水)午前８
時30分～、卸団地内牛島開きゲートボール場で

17日

19日

18日

10月17日(金)・18日(土)・19日(日)
南部公民館tel(832)2457

●みんなでつくろう南部の輪●

３日間

牛島東六丁目4-5

共催
イベント

10月19日(日)午前10時～午後３時
秋田港セリオン・リスタ

●金魚すくい●射的●輪投げ●ヨーヨー釣り
●地産地消コーナー●県漁協コーナー
●フリーマーケット●横手梵天体験コーナー

港商友会事務局tel(847)0085

セリオン２階回廊で。先着20区画(１区
画500円)。10月14日(火)から受け付け

小学４年生～中学生の親子

10月18日(土)・19日(日)の１泊２日
太平山自然学習センター｢まんたらめ｣

太平山自然学習センター
t e l (827)2171

１日目　12：30受け付け　
オーパスまでの登山体験・ゲーム
スターウォッチング～宿泊

２日目　そば打ち体験(11：45解散)

大人3,150円　子ども2,400円　

港北地区コミセンまつり
10月26日(日) 午前10時～午後３時

港北地区コミセン運営委員会tel(847)2340

●生涯学習相談●鮮魚・野菜・せと
もの激安セール●サークル芸能発表

楢山地区コミセンまつり
10月26日(日)午前9時～午後３時

楢山コミセンtel(834)9844

●野菜直売●芸能発表●バザー
●楢山文庫開放

★ミニ登山
★天体観測
★そば打ち

体験

参加費

対象 先着80人定員

新
し
い
施
設
に
親
子
で
１
泊
！

大人は懐かしく、子どもはワクワクする出店が
いっぱい！“粋な土崎”満喫しよう！

下新城中野字前谷地263

楢山南中町１－９

土崎港北三丁目７－９

フリマ
出店募集

問い合わせ・フリマ申し込み申し込み



市市市市民民民民ススススポポポポーーーーツツツツ祭祭祭祭参参参参加加加加者者者者募募募募集集集集
参加料など詳しくは各申込先へお問い合わせください。

女性＝女性学習センター tel(832)2191
中公＝中央公民館 tel(824)5377
土公＝土崎公民館 tel(846)1133
西公＝西部公民館 tel(828)4217
東公＝東部公民館 tel(834)2206
南公＝南部公民館 tel(832)2457
北公＝北部公民館 tel(873)4839
明徳＝中央図書館明徳館tel(832)9220
土図＝土崎図書館 tel(845)0572
新図＝新屋図書館 tel(828)4215

〒010-0022楢山南中町1-9
〒010-0974八橋運動公園1-2
〒011-0945土崎港西四丁目2-10
〒010-1631新屋元町15-14
〒010-0041広面字釣瓶町13-3
〒010-0062牛島東六丁目4-5
〒010-0146下新城中野字前谷地263
〒010-0875千秋明徳町4-4
〒011-0946土崎港中央六丁目16-30
〒010-1632新屋大川町12-26

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

往復はがきに申し込み番号(１つのみ)、住所、氏名、年
齢、電話番号、今年度受講済みの施設・コース名を書
いて、10月17日(金)(消印有効)まで、受講希望施設あてに
お申し込みください。女性14で託児希望の場合は、お
子さんの氏名、性別、年齢もお書きください。赤れ１は
女性学習センター、民俗１は中央公民館、将軍３は土
崎公民館へ申し込んでください。定員は各10人。応募
多数の場合は抽選(新規受講者優先)となります。

申
し
込
み
方
法
・
定
員

対
象
赤字…パソコン初心者
黒字…文字入力、マウス操作のできるかた

無
料

11月１日から、女性学習センターと中央公民館が秋田ニ
ューシティビル５階へ移転します。
赤れんが郷土館と民俗芸能伝承館に駐車場はありませ

ご
注
意

と き：11月9日(日)午前10時～午後１時
ところ：秋田テルサ(御所野ニュータウン内)

エアロビクスを楽しむイベント。
初心者大歓迎！　豪華景品もたく
さん用意しています。先着150人。

秋田テルサ
tel(826)1800

おとな　 小中高校生
■前売 3,000円 1,000円
■当日 3,500円 1,200円

申し込み
参加料

往信表

市内にお住まいのかたが対象です。しつけ方、
接し方、犬の習性、日常管理などについて学びま
す。犬同伴での参加はできません。定員50人。
往復はがきで下記の記入例を参考に、10月17日

(金)までお申し込みください。

返信裏 返信表 往信裏

家庭犬のしつけ方教室

問い合わせ 衛生検査課tel(883)1182

10月25日(土)午前９時～正午

市内の中学生が日ごろ取り組んでいる文化活動の
発表会です。吹奏楽演奏、創作ダンス、太鼓など。

秋田市保健所(八橋南一丁目)

学校教育課tel(866)2244

11月１日(土)午後１時20分～４時20分
文化会館大ホール　入場無料

参
加
校

秋田南中、秋田西中、太平中、秋田北中、
下北手中、城東中、御野場中、勝平中、
飯島中、御所野学院中、秋大附属中

昨年の様子
ＩＴ講習

問い合わせ
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先着250人。受講料5,000円。
とき／11月19日(水)・20日(木)、午前
９時～午後４時30分　
ところ／文化会館大会議室
●申し込み　10月20日(月)から消防
本部予防課tel(823)4247

心肺蘇生法と応急手当を学びま
す。受講無料。
とき／10月26日(日)午前９時～正午
ところ／秋田南消防署
●申し込み　秋田南消防署救急係

tel(839)9551

作家・宮崎学氏が｢突破者の人生論｣
をテーマに講演。定員150人。無料。
とき／10月20日(月)午後６時～７時
30分　ところ／秋田公立美術工芸
短期大学大講義室
●申し込み　10月15日(水)まで秋田公
立美術工芸短大事務局
tel(888)8100・ファクス(888)8101

作家・小関智弘氏が｢ものづくり
が日本を変える｣をテーマに講演し
ます。定員100人。入場無料。
とき／10月23日(木)午後２時15分～
４時30分　ところ／ホテルメトロ
ポリタン秋田
●申し込み　10月20日(月)まで工業
労政課tel(866)2114

コースは、長野町・手形山の手・
八幡山・北の丸など。雨天決行。
とき／10月18日(土)午前10時～11時
30分　集合場所／千秋公園ポケッ

トパーク　参加料／無料
●問い合わせ　土居さんtel(832)8708

文部科学省調査官の柘植雅義氏が
「ＬＤ(学習障害)などの子どもへの
支援のあり方｣について講演。無料。
とき／10月12日(日)午前10時20分～
午後４時30分　
ところ／協和町民センター和ピア
●申し込み　秋田ＬＤ・ＡＤＨＤ研究会
事務局の橋本さんtel090-2970-4637

寝たきりや痴呆のかたなどを家庭
で介護しているかたが対象。介護に
ついての悩みや日頃の思いを話し合
います。無料。直接会場へどうぞ。
とき／10月29日(水)午後１時30分～
３時　ところ／市保健センター
●問い合わせ　在宅介護者の集い代
表の廣田さんtel(863)0935

■一日合同行政相談所＝いじめ・労
働問題・年金・子ども・ＤＶ(家庭
内暴力)・悪質商法など。10月21日
(火)午後１時30分～３時30分、ホテ
ルメトロポリタン秋田で。当日は電
話相談tel090-2362-9794も受け付け
ます(法律相談を除く)。秋田行政評
価事務所tel(823)1100
■法律相談＝法律、相続など。先着
６人。10月20日(月)午前10時～正午、
市老人福祉センターで。申し込みは、
10月15日(水)午前９時から、市社協
ふ れ あ い 相 談 セ ン タ ー
tel(863)6006(電話でのみ受け付け)
■調停相談会＝夫婦・親子関係、扶
養、相続、遺言、土地・建物・金銭
のもめごと、消費者金融問題、交通
事故(補償)。11月13日(木)午前10時

～午後３時、秋田簡易裁判所で。秋
田調停協会tel(824)3121
■健康と育児相談＝高齢者、女性、
就園前の幼児とその保護者が対象。
10月15日(水)・22日(水)・29日(水)、
午前10時～11時、御所野ふれあい
(交流)センターtel(826)0671
■聴覚相談＝耳の不自由なかたが対
象です。直接会場へどうぞ。10月30
日(木)午前９時30分～正午、旭北栄町
の心身障害者総合福祉センター。な
お、補聴器の修理はしません。県障
害者相談センターtel(823)1637・ファ
クス(863)4377

一緒に混声合唱を楽しみましょ
う。合唱に興味のあるかた大歓迎。
とき／毎週水曜日午後６時30分～
８時30分　ところ／文化会館　会
費／月2,000円
●申し込み　秋田市民合唱団の吉田
さんtel(863)5650

11月２日(日)開催。参加料5,000円。
一般・高校・中学＝午前10時、旧
雄和町役場スタート。全39キロ
（一般は７区間または10区間、高校
は7区間、中学は10区間）
地域対抗・スポ少＝午前９時30分、
雄和町消防署前スタート。全9.2キ
ロ（10区間）
●申し込み　10月17日(金)（必着）まで、
雄和町教育委員会スポーツ振興室内
体育協会事務局tel(886)5595

会場は県社会福祉会館。直接会場
へどうぞ。問い合わせは、国際協力
事業団東北支部tel022(223)4772
青年＝満20～満39歳のかたが対象
10月18日(土)午後４時～６時。11月
５日(水)午後６時30分～８時30分
シニア＝満40～69歳のかたが対象
10月18日(土)午後１時30分～３時30分
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10月30日(木) 文化会館

Ｓ席3,500円
Ａ席3,000円
Ｂ席2,500円

午後６時30分開演

白神演奏会

津軽三味線、和太鼓などの和楽器に、洋
楽器を加えた新しいユニット演奏です。
入場券は、秋田駅・トピコ、秋田ニューシ

ティ、文化会館で発売中！

甲
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種
しゅ

防
ぼう

火
か

管
かん

理
り

講
こう

習
しゅう

10月29日(水)午後零時50分～4時10分

市社会福祉協議会tel(862)7445

秋田市社会福祉大会

問い合わせ

法人設立50周年記念

式典、体験発表、記念講演(女優・小山明子さん
｢二人三脚で乗り越えた介護の日々｣)など。無料。

小山明子さん

案内

秋田市社会福祉大会
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文化会館大ホール

文化会館tel(865)1191問い合わせ

JOMON TRADITIONAL
文化会館
自主事業

雄
ゆう

和
わ

町
まち

一
いっ

周
しゅう

駅
えき

伝
でん

の参
さん

加
か

者
しゃ

募
ぼ

集
しゅう

海
かい

外
がい

協
きょう

力
りょく

隊
たい

の募
ぼ

集
しゅう

説
せつ

明
めい

会
かい



小中学生が対象。公民館サークル
に参加してみませんか。午前9時30分
～11時30分、土崎公民館で。先着各
2 0人。申し込みは土崎公民館
tel(846)1133 ファクス(846)1134
■調理実習(新米によるだまこもち)
10月18日(土)。材料代350円
■お茶のいただき方
10月25日(土)。お菓子代100円

｢北前船を通して見た秋田の豊か
さ｣を学びます。先着50人。無料。
とき／10月28日(火)・29日(水)、午前
10時30分～正午
ところ／土崎図書館2階研修室
●申し込み　10月14日(火)午前９時
から土崎図書館tel(845)0572

ヒップホップダンス初心者が対象
です。先着30人。保険料200円。
とき／10月24日(金)から11月21日(金)ま
での毎週金曜日に５回、午後７時～
８時30分　ところ／土崎公民館
●申し込み　10月14日(火)から土崎
公民館tel(846)1133

③のみ女性が対象。午後６時30
分～８時30分。先着各20人。申し
込みは10月15日(水)午前９時から女
性学習センターtel(832)2191
①変わり絵で自己ＰＲを＝11月６
日(木)・13日(木)。受講料400円　
②仕事に生かせるビジネス講座＝接
遇、ビジネス文書の書き方、プレゼ
ンテーション実技など。11月４日
(火)から12月２日(火)までの毎週火曜
日に計５回。受講料2,000円

③合気道による護身術講座＝11月
11日(火)～12月２日(火)までの毎週火
曜日に計４回。受講料500円

40歳代までのかたが対象。心を
テーマに自分自身のありかたやスト
レス対処法などを学びます。無料。
とき／11月14日(金)から12月５日(金)
までの毎週金曜日に４回、午後７時
～８時30分　ところ／市勤労青少
年ホーム　定員／先着25人
●申し込み　10月10日(金)から市勤
労青少年ホームtel(824)5378

おおむね60歳以上のかたが対象。
参加無料。直接会場へどうぞ。
健康呼吸法＝10月16日(木)午前９時
30分～11時30分、大森山老人と子
どもの家で。tel(828)1651
介護サービスについて＝10月21日
(火)午前10時～正午、飯島老人いこ
いの家で。tel(845)3692

ウォーキングの後にあったかい豚
汁をサービス！　定員70人。
とき／10月26日(日)午前９時30分～
午後１時30分ところ／御所野近郊
10キロ　参加料／500円
●申し込み　10月10日(金)から秋田
テルサtel(826)1800

運転免許をお持ちのかたが対象。
車いすごと乗せられる軽自動車を使
った運転体験など。先着８人。無料。
とき／10月25日(土)午前10時～正午
ところ／市老人福祉センター
●申し込み　市ボランティアセンタ
ーtel(862)9774

無料。①は市保健所、②③は市保
健センターで。申し込みは10月14

日(火)から保健予防課tel(883)1175
①骨粗鬆症予防教室＝20歳以上の
女性が対象です。医師の講話、運動
指導、調理実習など。11月12日(水)
午前10時～正午、11月19日(水)午前
10時～午後３時。定員70人
②男性料理教室＝40歳以上の男性
が対象です。11月８日(土)午前10時
～午後１時。定員32人
③女性のための食生活講座＝40歳
以上の女性が対象。11月11日(火)午
前10時～午後１時。定員32人

先着15人。受講料4,000円。
とき／10月25日(土)・26日(日)、午前
９時～午後４時　ところ／天王町の
ポリテクセンター秋田
●申し込み　10月16日(木)午前９時
から北部公民館tel(873)4839

腰痛などを防ぎ、体脂肪を燃やす
運動です。秋田駅からのバス送迎、
昼食付き。先着30人。受講料2,600円。
とき／10月29日(水)午前10時45分～午
後零時15分　ところ／ザ・ブーン
●申し込み　クアドーム ザ・ブー
ンtel(827)2301

中学生以上が対象です。無料。
とき／10月25日(土)午後１時30分～
３時30分　ところ／ジョイナス
●申し込み　(仮称)おり紙の会の畠
山さんtel(835)1003

初心者が対象です。先着20人。
教材費1,000円。
とき／10月22日(水)から12月10日(水)
までの毎週水曜日に計８回。午前10
時～11時30分　ところ／御所野ふれ
あい(交流)センター
●申し込み　10月16日(木)まで御所野
ふれあい(交流)センターtel(826)0671
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個人向け施設見学会です。往復はがきに、見学希望日、住所、氏
名(１通２人まで)、年齢、電話番号を書いて、10月21日(火)までに
〒010-8560秋田市山王一丁目１－１市民相談室tel(866)2039
電子メールでの申し込みは、reteluest@mail.city.akita.akita.jp
電話による受け付けはいたしません。

11月５日(水)・６日(木)

文化財保護強調週間記念

定員 両日とも20人(定員を超えた場合抽選)
午後１時～４時30分 ◆

申
し
込
み
◆
◆

コ
ー
ス

市役所分館前～久保田城跡～旧佐藤家住
宅(県ゆとり生活創造センター昭和館)～
史跡地蔵田遺跡～市役所分館前

久保田城跡・表門 旧佐藤家住宅(昭和館) 史跡地蔵田遺跡文化財めぐり
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ほ
ら
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
刈
っ
た
よ
！
」。

秋
晴
れ
の
高
い
空
の
下
、

黄
金
色
に
光
る

稲
の
じ
ゅ
う
た
ん
　
の
間
か
ら
、

元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
実
り
ま
し
た
。

ホラ、簡単だよ！

昔は、ぜんぶ手作業だったんだね

″

″
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